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１．構想調書の概要・概念図 

平成２７年度スーパーグローバルハイスクール構想調書の概要 

指定期間 ふりがな せいふうなんかいこうとうがっこう 

②所在都道府県 大阪府 
27～31 ①学校名 清風南海高等学校 

③対象 

学科名 

④対象とする生徒数 ⑤学校全体の規模 

１年 ２年 ３年 ４年 計 中学校 816 人 

（１年：295 ２年：269 ３年：252） 

高等学校（普通科） 1028 人 

普通科 313 331 384  1028 

      

⑥研究開発

構想名 

「エネルギーの観点から世界の改革を図る 

           ―未来を創造する産官学グローバルネットワーク構想―」 

⑦研究開発

の概要 

新規にグローバルコースを設置し、以下の取り組みを行う。 

Ⅰ､「シナリオ・プランニング」を用いた未来予測を、国内外の産官学と協働して行う。 

Ⅱ､Ⅰに必要となる専門的視座を得るため、「PEST ゼミ」を開講する。 

Ⅲ､Ⅰの協働演習を円滑に進め、効果的に発表するために「GE」を実施する。 

⑧

研

究

開

発

の

内

容

等 

⑧

-1

全

体 

(1) 目的・目標 

 【目的】 

 グローバル・リーダーを「地球規模の視野を持って世界のあり得べき未来図を描き、社

会をより良い方向に導いていく人材」と定義し、その育成のために、「未来を読み解く力」

と、「世界に発信する力」を身につけるための教育システムを開発する。 

【目標】 

・ビジネス手法「シナリオ・プランニング（以下 SP）」を学習教材として体系化する。 

・国内外の産官学と、SP の協働演習を通じて交流し、その手法を普及する。現在 11 の協

力団体を指定期間中に 50に増やす。 

・海外との交流機会を増やし、４技能全てを高めるための英語教育を行うことで、TOEFL 

iBT100 点以上取得者を 60 名以上輩出する。 

・課題研究に必要な情報処理を円滑に行うために、情報技術の実践的な国家資格「ITパス

ポート」を全員が受験し、合格する。 

(2) 現状の分析と研究開発の仮説 

 日本の伝統的な価値観を重んじる教育を行ってきた本校は、高い進学実績を誇り、優秀

な人材を輩出してきた。その反面、生じてきた課題として、保守的なキャリア志向、英語

学習における「話す」能力の未成熟、主体性の不足、情報技術の未習得等が挙げられる。

SP を用いた未来予測を高度なレベルで行い、その研究成果を効果的に発表するための力を

身につけることで、これらの課題を克服できるという仮説を立てる。 

(3) 成果の普及 

年に２回中間発表会を行い、高校３年次には市のホールを用いて研究発表を行う。各プ

ログラムに関する感想を毎回生徒から集め、編集して開示する。英語版の HP も作成する。

協働演習を通じて SP を教材として普及し、共に未来を考えるネットワークを構築する。 

⑧

-2

課

題

研

究 

(1) 課題研究内容 

 テーマ：「シナリオ・プランニングを用いて未来のエネルギー事情を考える」 

 大手エネルギー会社ロイヤル・ダッチ・シェル社が用いたことで有名なシナリオ・プラ

ンニングの手法を取り入れた未来予測を、昭和シェル石油(株)の専門家による監修を受け

て高校生向けに教材化し、実施する。これは複数の「起こりうる未来のシナリオ」を論理

的に創り上げ、未来に備えようという方法論であり、多様な未来の可能性を考えることで、

リスクを回避し、より望ましい未来への道筋を模索しようというものである。シナリオを

作るプロセスの中で、視野を広げ、多様な「未来を動かす原動力」となる要素を探し出し、
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それらの重要性や因果関係を考察し、主体的に未来を創り出す力を育成する。高校生の獲

得し得る知識には限界があるため、生徒が課題研究として設定する未来予測のテーマを

『エネルギー』に絞り、関連する情報を提供していく。 

 SP を実施するためには教科教育の枠を超えた知識や分析力が必要となる。Political、

Economic、Societal、Technological の 4 つのゼミを開講して専門的な視座を獲得する。

生徒は 1年次に全てのゼミの基礎講座を受講し、２年次にはいずれかのゼミを選択する。

SP はこの４つのゼミから数名ずつを集めた１０数人の班を一つの単位として実施する。 

 高校 3年次には、課題研究の集大成としての研究発表大会を、国内外の協力団体を招い

て、生徒主体で実施する。 

(2) 実施方法・検証評価 

 【実施方法】 

・週 2時間の総合学習の時間を用い、各学年で以下のように実施する。 

高校１年次：『PEST ゼミ（基礎）』『GE』『PIT』 

高校２年次：『SP』『PEST ゼミ』『GE』 

高校３年次：『SP』『GE』 

・外部の専門機関（大学、企業、地方公共団体等）や高校と連携し、研究開発内容につい

て監修を求め、協働 SP演習を行う。 

【検証評価】 

・各時間における自他の感想や評価を生徒から集めてポートフォリオ化し、検証する。 

・定期的にポートフォリオをもとにレポートを作成させ、検証する。 

・中間発表会、研究発表大会に各協力団体を招き、評価を求める。 

・定期的な生徒、保護者、職員に対するアンケートを実施する。 

(3) 必要となる教育課程の特例等 

特になし 

⑧

-3

上

記

以

外 

(1) 課題研究以外の研究開発の内容・実施方法・検証評価 

・発表をより広範囲に効果的に行い、また、国外の協力校とも協働して SPを行うために、

『GE（Global English)』の授業を行い、英語の４技能を育成する。 

・研究に要する膨大な情報処理を円滑に行うため、『PIT（Practical Information 

Technology)』の授業を行い、ビジネスレベルの情報処理技術を身につける。 

・「校内自由研究グランプリ」を実施し、個人単位での研究と発表を行う。 

・国語・英語・情報の授業内容を課題研究に則して改革する。 

(2) 課題研究の実施以外で必要となる教育課程の特例等 

特になし 

(3) グローバル・リーダー育成に関する環境整備，教育課程課外の取組内容・実施方法 

・海外連携先の拡充と、そのための専門担当部署の設置。 

 ・ICT 環境の充実として、各 HRクラスへの電子黒板と PCの設置。 

 ・映像研究部の新設。 

 ・国内修学旅行を、海外への研修旅行に変更。 

⑨その他 

特記事項 

本校は、上記の構想を実施するため、平成 27 年度よりグローバルコースを新設する。 

平成 27 年 3 月に、新規連携先であるマレーシア工科大学へ研修旅行を行う等、既にそのた

めの取組みを開始している。 
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概念図 
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SP 概念図（英語版） 
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２．STEP ゼミ 

 

 

 

第 1 回会議（「エネルギー安全保障」） 

・PositionPaper（ノルウェー）        ・Policy Paper（ナイジェリア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・サウジアラビアによる決議案 

作成国 Saudi Arabia   

スポンサー India, South Africa, Brazil, Canada, France, China     

主な内容 ・発展途上国発展を優先するため、エネルギーの使用を減少させることは難しい 

・再生可能エネルギー(太陽光・風力・バイオマス)への移行が成功次第石油・石炭の使用

（火力発電)を減らす        

・再生可能エネルギーへの移行の援助となる技術を世界で共有する。  

・そのために国連で再生可能エネルギー移行委員会を開き、各国の先進技術を持って、必

要としている国に広める。       

・投票結果 

賛成 7 Saudi Arabia, Canada, Brazil, China, Korea, India, South Africa 

反対 2 Iran, United States 

棄権 2 Russia, Nigeria 

 

2 年 STEP ゼミ Political（政治学的分野） 
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第２回会議（「乳幼児死亡率」） 

 

・議題解説書（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・政策発表（上：ドイツ、下：ソマリア） 
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【生徒作品・成果物】 

＜日経ストックリーグ レポートの要旨＞ 

『～恋愛～』 日経ストックリーグ入賞 

日本は今、世界一早いスピードで少子高齢化が進んでいる。このままの勢いで少子高齢化が進めば、

労働人口が減少し、日本の経済や産業が世界から取り残されてしまう。また、年金問題や社会保障問題

がより深刻になり、今高校生の私達が将来直面する一番大きな問題だろう。そこで私達は、少子高齢化

を改善することを目的に投資を行うことにした。新聞や本などで調べた結果、人口減少の要因は政府が

取り組んでいる育児休暇制度、待機児童問題だけでなく、恋愛意欲の低さ、恋愛観の変化が原因である

と考えた。そこで私達は、「恋愛」という思春期の高校生ならではのテーマで、「交際前」「交際中」「結

婚後」に分けてスクリーニングを行い、ポートフォリオを構築した。 

このレポートでは、それぞれが自分の好きな人と交際し、また結婚に踏み出せるよう、企業に投資を

した。 

   

 

『鉄道インフラの海外輸出について』 

鉄道は日本の重要な構成要素である。新橋〜横浜間の鉄道に始まり、日本全国に路線網を広げ、戦後

には新幹線という夢の超特急を完成させた。そして今では東京・大阪間を 1 時間強で結ぶリニアモータ

ーカーなるものまで実現されようとしている。日本のこれまでの経済成長は鉄道に支えられていたと言

っても過言ではない。そして今日、世界はグローバル化の時代を迎え、国内の目は海外に向けられてい

る。その中で鉄道も海外へ新たな線路を伸ばし、現地の人の新たな足となろうとしている。日本経済は

これからも鉄道に支え続けられるのだ。そこで私達は日本の重要な支柱である鉄道が海外にも進出しよ

うとする動きを応援し、それに関わる企業に投資しようと考えた。 

 

   

2 年 STEP ゼミ Economic（経済的分野） 
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『～日本の食卓～』 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 Let’s Ethical ! 』 

私たちは何を考えてものを購入するだろうか。日本のこれまでの消費のあり方は安全性や質の高さな

どを求めるものであり、個人の利益を優先するものだった。それが世界に誇る日本の商品の質の良さを

生み出したのかもしれない。しかしモノが溢れる今、私たちは生活の快適さの裏に様々な問題が起こっ

ていることを日々の生活で常に意識するようになっただろう。 

そこで私たちは消費のあり方が個人の財布に止まらず、地球規模の環境保全や労働のあり方に影響を

及ぼすものとして捉えていくべきではないかと考えた。 

すでにイギリスや、オーストラリア、スイス、アイルランド、ドイツなどではそのような動きが活発

になっている。日本でも、徐々に広めていきたいと思った。 

よって今回、私たちはエシカルな企業というテーマで投資を行った。しかしエシカルという言葉は 2

割程度の日本人にしか知られていない。日本では環境に配慮する傾向は高まっているが、動物の権利や

社会に対してほとんど目が向けられていない現状を改めて突きつけられた。エシカル消費は企業と消費

者どちらも動かなければ進まない仕組みであり、どちらに対しても働きかけを行なっていかなければな

らないという結論に至った。 
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３．シナリオ・プランニング(SP)とパネルディスカッション 

 

国際シンポジウムにおける SP に関するプレゼン資料（抜粋） 
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国際シンポジウムにおけるパネルディスカッションのプレゼン資料（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間発表会における SP に関するプレゼン資料（抜粋） 
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◎11 月 11 日の国際シンポジウムの SP ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<ポスター発表の様子> 
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◎2 月 23 日の中間発表会における SP のポスター 
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４.卒業論文集 

一期生各班による SP（シナリオ・プランニング）の論文を、「SGH 卒業論文集」とその抜粋である

「SGH 卒業論文選」として、まとめたもの。 
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５．Field Work（フィールドワーク） 

昨年 3月に実施のフィールドワーク、国内コースの事前学習シート・しおり 
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◎マレーシア・シンガポール、参加生徒のレポート（抜粋） 
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◎フィリピン、参加生徒のレポート（抜粋） 
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６．「国際シンポジウム資料」抜粋 

 11 月 11 日に実施した、「未来を考える国際シンポジウム」のために用意した資料の抜粋である。 

第Ⅳ部を除き、英語をできるだけ併記、あるいは、見開きに対訳の形で作成した。 
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◎第Ⅳ部「本年度前半の記録」<英語版> 

 この部分については、別冊の英語版を作成して別途配布した。 
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７．ポスター発表 

◎11 月 11 日国際シンポジウムにおける 1 年生のポスター（E と P） 
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◎2 月 22 日中間発表会における 1 年生のポスター（S，T と GE） 
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編集後記 

 

清風南海高等学校 

SGH プロジェクトチーム 

 

 

 SGH の最初の 3 年間が終了し、1 期生が巣立って行きました。生き生きと次の進路に向かって歩んで

いく卒業生達を見るにつけ、本校 SGH がめざしたグローバル・リーダー育成の形が少しずつ見えてき

たように感じます。それと同時に、産官学グローバルネットワーク構想・評価・広報など本校として未

達成で、今後の課題となるものも明らかとなっております。 

準備も含めれば 3 年半走り続けた本校の SGH でありますが、「 STEP ゼミ ⇒ SP  ⇒ 国際シンポ

ジウム ⇒ 卒業論文 」と多くの成果を積み上げてまいりました。4 月からは二巡目の周りとなり、更な

るシェイプアップが必要となります。一方、その間の世界の変化も激しく、その面での対応も求められ

ております。 

 今後も日々試行錯誤を重ねつつ歩んでまいりますが、グローバル・リーダーとしての知識や技術、そ

して資質を身につけていく生徒たちの姿が我々に勇気を与えてくれます。二期生以降の後輩たちの高校

生としての限界への挑戦は、これからも続くことでしょう。プロジェクトチームが中心となり、学校を

挙げて彼らの成長を見守ってまいりたいと思います。 

 今後とも皆様方のご指導・ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。 

平成 30 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年度指定 スーパー グローバル ハイスクール 

研究報告書（第三年次） 

 

平成 30 年 3 月 

清風南海学園 中学校・高等学校 

Tel 072-261-7761 

Fax 072-265-1762 

http://www.seifunankai.ac.jp/ 
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